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新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区（
以
下
、
新
疆
）は
中
国

の
最
西
部
に
位
置
し
、
面
積
は
一
六
六
万
h（
日

本
の
約
四
倍
）と
中
国
の
総
面
積
の
六
分
の
一
を

占
め
る
行
政
面
積
の
最
も
大
き
な
省（
自
治
区
）

で
す
。
国
境
線
は
五
六
〇
〇
d
も
あ
り
、
中
国
で

最
も
国
境
線
の
長
い
省（
自
治
区
）で
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
区
都
で
あ
る
ウ
ル
ム
チ
市
は
、
総
面
積
が

一・二
万
h
、
人
口
が
二
〇
〇
万
人
を
超
え
、
世
界

で
最
も
内
陸
に
位
置
す
る
都
市
と
し
て
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
現
代
の
ウ
ル
ム
チ
市
は「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」

の
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
り
、
高
層
ビ
ル
の
建
ち
並

ぶ
近
代
的
な
都
市
で
す
。
新
疆
の
政
治
、
経
済
、

文
化
、
科
学
技
術
、
情
報
の
中
心
と
な
っ
て
お
り
、

天
山
の
南
北

を
つ
な
ぎ
新

疆
と
中
国
内

地
を
結
ぶ
交

通
の
要
衝
で

あ
る
と
同
時

に
、
中
国
の

西
へ
の
門
戸

で
あ
り
対
外

経
済
文
化
交

流
の
窓
口
で

す
。
ウ
ル
ム

チ
市
を
中
心

に
半
径
一
五
〇
〇
d
の
円
を
描
く
と
、
中
央
ア
ジ

ア
の
一
二
カ
国
が
入
り
ま
す
が
、
そ
の
地
域
の
中

で
ウ
ル
ム
チ
市
は
最
も
人
口
が
多
く
、
最
も
繁
栄

し
て
い
る
都
市
で
あ
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

古
代
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
に
お
い
て
中
央
ア
ジ
ア
の
交

通
の
要
衝
で
あ
っ
た
歴
史
を
持
つ
こ
の
ま
ち
は
、
現

代
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
十
字
路
で
も
あ
り
ま
す
。
ユ
ー

ラ
シ
ア
大
陸
を
横
断
す
る
鉄
道（
中
国
で
は「
ラ
ン

ド
ブ
リ
ッ
ジ
」と
呼
ば
れ
て
い
る
）は
ウ
ル
ム
チ
市
を

経
由
し
て
中
央
ア
ジ
ア
に
つ
な
が
り
、
現
在
拡
張

工
事
中
の
ウ
ル
ム
チ
空
港
は
一
〇
〇
以
上
の
航
空

路
線
を
持
つ
中
国
の
五
大
ハ
ブ
空
港
の
一
つ
で
す
。

「
中
国
で
最
も
暑
く
、
最
も
寒
く
、
最
も
乾
燥
し
、

最
も
風
の
強
い
地
域
が
す
べ
て
こ
こ
に
あ
る
」な

ど
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
典
型
的
な
大
陸
性
乾
燥

気
候
の
新
疆
の
中
で
も
、
天
山
山
脈
の
南
側
は
特

に
乾
燥
が
激
し
く
、ウ
ル
ム
チ
市
の
年
間
降
水
量

は
三
三
六
a
、
年
間
平
均
気
温
は
八
度
で
す
。
加
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え
て
、
気
温
の
年
格
差
、
日
格
差
が
激
し
く
、
夏

場
の
日
中
に
は
三
〇
度
を
超
え
、
冬
場
に
は
マ
イ

ナ
ス
二
〇
度
ま
で
下
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
周
囲
が
万
年
雪
を
頂
く
高
峰
に
囲
ま
れ
て

い
る
た
め
、ウ
ル
ム
チ
河
、
頭
屯
河
、
柴
窩
堡
河
、

白
楊
河
の
四
大
水
系
な
ど
雪
解
け
水
を
水
源
と

す
る
河
川
が
多
く
、
乾
燥
地
域
に
も
か
か
わ
ら
ず

水
不
足
に
は
縁
が
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
地
域
は
古
代
、
遊
牧
民
族
の
支
配
下
で
し

た
が
、
前
漢
時
代
、
屯
田
を
目
的
に
移
住
し
て
き

た
人
々
が
開
墾
し
農
業
を
興
す
と
と
も
に
、
西
域

都
護
府
が
開
設
さ
れ
初
め
て
中
国
王
朝
の
支
配

化
に
入
り
ま
し
た
。
隋
時
代
に
は「
互
市（
外
国
と

の
通
商
）」活
動
の
展
開
に
よ
り
中
原
文
化（
中
原

と
は
現
在
の
河
南
省
・
山
東
省
・
山
西
省
の
大
部

分
と
、
河
北
省
・
陝
西
省
の
一
部
、
黄
河
中
流
域

の
平
原
地
帯
）の
形
成
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま

し
た
。
唐
代
に
入
っ
て
か
ら
も
、ウ
ル
ム
チ
地
区
に

駐
留
し
た
軍
隊
が
屯
田
兵
と
し
て
開
墾
を
進
め
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

明
代
に
な
る
と
モ
ン
ゴ
ル
族
オ
イ
ラ
ー
ト
部
が
ウ

ル
ム
チ
の
九
家
湾
地
区
に
築
城
し
ま
し
た
が
、
清

王
朝
が
ジ
ュ
ン
ガ
ル
部
を
平
定
し
た
際
、
こ
の
城
は

戦
火
に
よ
っ
て
焼
け
落
ち
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

清
王
朝
は
ウ
ル
ム
チ
を
新
疆
支
配
の
中
心
と
す
る

た
め
に
多
く
の
満
州
族
騎
兵
を
駐
屯
さ
せ
、「
迪

化（
啓
発
し
開
化
す
る
の
意
）」と
命
名
、
特
に
一

九
世
紀
に
ロ
シ
ア
帝
国
が
東
進
し
て
来
る
と
対
ロ

シ
ア
の
軍
事
拠
点
と
し
て
さ
ら
に
重
要
視
さ
れ
、

一
八
八
四
年
、
新
疆
省
が
設
立
さ
れ
迪
化
は
省
都

と
な
り
、
ま
ち
は
さ
ら
な
る
発
展
を
遂
げ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
清
末
か
ら
中
華
民
国
時
代
に
か
け
て

は
国
内
の
混
乱
や
諸
外
国
の
侵
入
に
よ
っ
て
混
乱

を
極
め
ま
し
た
が
、
解
放
後
の
一
九
五
四
年
、
迪

化
は
ウ
ル
ム
チ
と
改
称
さ
れ
、
再
び
中
国
西
部
地

区
の
拠
点
と
し
て
開
発
が
進
め
ら
れ
飛
躍
的
な
発

展
を
遂
げ
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

新
疆
の
人
口
は
一
八
四
六
万
人
、
四
七
民
族
が

居
住
し
て
お
り
、
こ
の
う
ち
の
一
三
は
原
住
民
族

で
す
。
各
少
数
民
族
合
計
は
約
一
一
〇
〇
万
人

で
人
口
の
約
六
〇
％
を
占
め
ま
す
。
主
な
少
数
民

族
と
し
て
は
ウ
イ
グ
ル
、カ
ザ
フ
、
回
、
モ
ン
ゴ
ル
、

キ
ル
ギ
ス
、
シ
ボ
、
タ
ジ
ク
、
満
州
、
タ
タ
ー
ル
、
ウ

ズ
ベ
ク
、
ダ
フ
ー
ル
、
ロ
シ
ア
族
で
、
住
民
の
多
く
が

イ
ス
ラ
ム
教
徒
で
す
。
し
か
し
、ウ
ル
ム
チ
市
は
新

疆
全
体
と
比
較
し
て
漢
族
の
占
め
る
割
合
が
比
較

的
高
い
こ
と
が
特
徴
で
す（
図
）。

現
在
の
中
国
で
は「
民
族
区
域
自
治
」と
い
う
民

族
政
策
が
採
ら
れ
て
お
り
、
少
数
民
族
は
集
中
居

住
す
る
地
域
に
設
置
さ
れ
た
民
族
自
治
地
方
に
お

い
て
自
治
権
を
享
受
し
て
い
ま
す
。
新
疆
に
お
い

て
も
、
一
九
五
五
年
の
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
設

立
に
伴
い
ウ
イ
グ
ル
人
の
政
治
プ
ロ
セ
ス
参
加
が

可
能
に
な
り
、
自
治
区
政
府
の
主
席
は
原
則
と
し

て
ウ
イ
グ
ル
人
が
務
め
て
い
ま
す
。
文
化
面
で
も

自
民
族
語
に
よ
る
学
校
教
育
や
出
版
活
動
の
実

施
が
制
度
的
に
保
障
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

文
化
的
独
自
性
の
保
持
と
一
定
範
囲
に
お
け

る
民
族
的
自
己
表
現
の
認
容
に
つ
い
て
、
一
九
八

四
年
に
制
定
さ
れ
た「
民
族
区
域
自
治
法
」に
よ

り
法
律
的
な
裏
づ
け
が
付
与
さ
れ
た
こ
と
は
、
大

変
重
要
で
あ
っ
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

産
業
面
か
ら
ウ
ル
ム
チ
市
を
見
た
場
合
、
工
業

で
は
石
油
化
学
、
製
鉄
、
建
設
、
紡
績
、
軽
工
業

が
集
中
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
第
三
次
産
業
が
比
較

的
発
達
し
て
い
る
こ
と
も
特
徴
の
一
つ
で
、
全
市
の

国
民
総
生
産
の
六

二
％
を
第
三
次
産

業
が
占
め
ま
す
。

二
〇
〇
三
年
に
完

成
し
た
新
疆
国
際

大
バ
ザ
ー
ル（
ウ
イ

グ
ル
語
で「
市
場
」

の
意
）は
総
面
積
一

〇
万
g

と
い
う
広

歴
史

産
業

少
数
民
族3.11

カザフ族

シボ族
0.21

ロシア族
0.19

0.53
満州族

モンゴル族
0.42

72.8972.8972.89
漢族漢族漢族

9.3
回族

ウイグル族ル族ウイグル族
12.7412.7412.74

図：ウルムチ市の民族構成（％）

cウルムチ市内大バザールの様子
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大
な
敷
地
に
巨
大
な
環
形
城
堡
、
八
〇
c
の
遠
望

塔
、
三
〇
〇
〇
g
の「
歓
楽
広
場
」、
三
〇
〇
〇
の

売
店
を
抱
え
る
商
業
区
と
イ
ス
ラ
ム
風
モ
ス
ク
が

あ
り
、
多
く
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
は
、
新
疆
の
さ
ま
ざ
ま
な
民
族
衣
装
、
装
飾

品
、
工
芸
品
、
特
産
品
だ
け
で
な
く
、
中
央
ア
ジ
ア

各
国
の
特
産
品
も
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
、
民
族

食
品
街
は
羊
肉
を
焼
く
香
り
が
充
満
し
て
い
ま
す
。

ウ
ル
ム
チ
市
だ
け
で
な
く
新
疆
全
体
に
と
っ
て
、

観
光
業
は
地
域
振
興
に
欠
か
せ
な
い
重
要
な
産
業

で
す
。
新
疆
は
、
中
国
人
自
身
が「
こ
の
地
に
来
て
、

初
め
て
中
国
が
広
い
と
感
じ
た
」と
驚
く
ほ
ど
広

大
な
土
地
で
、
多
く
の
民
族
が
住
み
、
自
治
区
内

各
地
が
多
彩
な
歴
史
的
、
文
化
的
背
景
を
持
つ
こ

と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本
人
に
も「
シ
ル
ク
ロ

ー
ド
」と
し
て
な
じ
み
が
深
く
、
多
く
の
観
光
客
が

ウ
ル
ム
チ
市
を
経
由
し
て
吐
魯
番（
ト
ル
フ
ァ
ン
）、

喀
什（
カ
シ
ュ
ガ
ル
）な
ど
の
有
名
な
観
光
地
を
訪

れ
て
い
ま
す
。

自
治
区
レ
ベ
ル
で
の
大
き
な
動
き
と
し
て
は「
西

部
大
開
発
」が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
一
九
九
九
年
一

一
月
、
中
央
経
済
工
作
会
議
で
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
決
定
さ
れ
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
に
全
人
代
で
正

式
に
発
動
さ
れ
た「
西
部
大
開
発
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
基
本
目
標
と
し
て
東
部
沿
海
地
区
と
西
部
内

陸
地
区
の
経
済
格
差
の
是
正
、
民
族
自
治
地
方

の
貧
困
の
克
服
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
新
疆
関

連
で
は
、
天
然
ガ
ス
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
タ
リ
ム
盆

地
の
ガ
ス
田
か
ら
大
消
費
地
で
あ
る
上
海
ま
で
つ

な
ぐ
全
長
四
二
一
二
d
、
投
資
額
五
五
五
億
元

と
い
う
巨
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
西
気
東
輸
」プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
構
想
さ

れ
、
二
〇
〇
二

年
に
は
シ
ェ
ル

と
の
合
弁
で
一

部
が
着
工
さ
れ

ま
し
た（
注
１
）。

ま
た
、
新
疆

北
部
は
中
国
国

内
で
も
比
較
的

風
力
資
源
の
豊
富
な
地
域
で
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

開
発
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の
富
士
総
合

研
究
所
は
二
〇
〇
四
年
七
月
、
中
国
節
能
投
資
公

司（
中
国
国
営
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
最
大
手
）の

風
力
発
電
事
業
に
つ
い
て
、
Ｃ
Ｄ
Ｍ（
ク
リ
ー
ン
開

発
メ
カ
ニ
ズ
ム
）プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
す
る
こ
と

で
合
意
し
ま
し
た
。（
注
２
）
日
本
企
業
が
中
国
で
Ｃ

Ｄ
Ｍ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
う
の
は
こ
れ
が
初
め
て

で
す
。
節
能
は
ウ
ル
ム
チ
近
郊
ト
リ
地
区
で
三
万

kW
規
模
の
風
力
発
電
事
業
を
計
画
し
て
お
り
、
こ

の
う
ち
、
二
〇
〇
五
年
か
ら
二
〇
一
二
年
ま
で
の

発
電
分
に
つ
い
て
Ｃ
Ｄ
Ｍ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し

ま
す
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
Ｃ
Ｏ
２

換
算
で
年

間
約
一
〇
万
ｔ
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
削
減
が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

中
央
ア
ジ
ア
と
い
う
発
展
可
能
性
の
あ
る
市
場

の
中
で
、
ウ
ル
ム
チ
市
は
そ
の
牽
引
役
と
な
る
潜

在
能
力
を
秘
め
て
い
ま
す
。
資
源
が
豊
富
で
位
置

的
に
も
交
通
の
要
所
で
あ
る
と
言
え
ま
す
が
、
日

本
の
自
治
体
に
と
っ
て
は
あ
ま
り
な
じ
み
が
な
い

と
い
う
の
が
現
実
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
現
在
、

新
疆
の
地
方
政
府
と
日
本
自
治
体
の
間
に
は
吐

魯
番（
ト
ル
フ
ァ
ン
）市
―
山
梨
県
勝
沼
町
、
哈
密

（
ハ
ミ
）市
―
富
山
県
入
善
町
と
い
う
二
つ
の
友
好

都
市
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
中
国
国
内
の

ほ
か
の
省（
区
）と
比
べ
て
み
て
も
か
な
り
少
な
い

方
で
す
。

確
か
に
、
中
国
西
部
と
い
う
地
理
的
な
条
件
は

交
流
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
面
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、

日
本
と
の
接
点
が
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例

え
ば
、
観
光
面
で
は
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
に
興
味
が
あ

る
者
に
と
っ
て
新
疆
は
憧
れ
の
地
で
あ
る
し
、
日

本
人
の
中
で
そ
う
い
っ
た
人
は
決
し
て
少
な
く
な
い

で
し
ょ
う
。
環
境
問
題
の
分
野
で
は
、
Ｃ
Ｄ
Ｍ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
協
力
も
可
能
で
す
。

当
事
務
所
で
は
、
二
〇
〇
五
年
七
月
に
ウ
ル
ム

チ
市
に
お
い
て「
第
四
回
日
中
地
域
間
交
流
推
進

セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
ま
す
。
ウ
ル
ム
チ
市
及
び
新

疆
に
対
し
て
興
味
が
あ
る
自
治
体
関
係
者
の
皆
様

の
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
注
１
）
中
国
は
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
現
在
の
水
準
の

四
倍
に
す
る
と
い
う
国
家
目
標
を
掲
げ
て
お
り
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
と

は
不
可
分
の
消
費
電
力
に
つ
い
て
、
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必

要
な
電
力
規
模
は
二
〇
一
〇
年
で
六
億
kW
、
二
〇
二
〇
年
に
は

九
億
kW（
現
在
は
二
〇
〇
四
年
末
で
約
四
億
kW
）と
な
る
、
と
の

見
方
を
国
家
電
網
公
司
は
示
し
て
い
る
。
二
〇
〇
五
年
一
月
に

は
タ
リ
ム
油
田
で
五
億
ｔ
規
模
の
新
た
な
油
田
が
発
見
さ
れ
、

恒
常
的
な
電
力
不
足
の
問
題
を
抱
え
る
中
国
で
は
当
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
よ
る
電
力
不
足
解
消
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

（
注
２
）Ｃ
Ｄ
Ｍ
は
、
京
都
議
定
書
に
盛
り
込
ま
れ
た
Ｃ
Ｏ
２

排
出

量
取
引
の
仕
組
み
。
先
進
国
が
途
上
国
で
行
っ
た
温
室
効
果
ガ

ス
の
削
減
事
業
の
削
減
量
を
、
自
国
の
削
減
目
標
達
成
に
割
り

当
て
で
き
る
。
途
上
国
に
は
投
資
と
技
術
移
転
の
機
会
が
得
ら

れ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

お
わ
り
に

c風力発電施設


